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(1)研究テーマ 

言語活動の充実を図り、活用する力の向上をめざす 

(2)研究経過及び具体的な取組 

４月１３日 研究テーマ、研究計画の検討、決定 

場所：関宮小学校ランチルーム（参加者：８名） 

内容：研究テーマ及び研究計画の検討、決定。 

６月１３日 言語活動の充実を図る手法の検討、実践交流を行う。 

場所：関宮小学校ランチルーム（参加者：８名） 

内容：言語活動の充実を図るためのノート指導について交流を行った。また、教

育実践の報告を受けて、全体で意見交換を行った。言語活動を充実させる

ためには、話型（わげい）を共通して指導を行うことが大切ではないかと

の意見が出され、共通した話型を検討していくことを確認した。また、ノ

ート指導についても、共通したノートの取り方を実践していくことを確認

した。 

７月１３日 １学期のまとめと実践交流 

場所：関宮小学校ランチルーム（参加者：８名） 

内容：１学期のまとめとして、チームの先生方から報告を受けた。特に、低学年、

中学年、高学年の言語活動の充実を図るためにはノート指導が大切である

ことを共通理解できたことと、共通したノート指導の型が作れたことが大

きな成果であった。また、校内で算数アンケートを実施することができた

のも大きな成果であった。 

８月１７日 講話「“街角の算数教室”実践例」（講師招聘） 

場所：関宮小学校ランチルーム（参加者：８名） 

内容：奈良女子大学附属小学校主幹教諭にお越しいただき、先生が実践されてい

る、“街角の算数教室”についてお話をいただいた。奈良の春日大社のつ

り灯籠デザインを子ども達にもさせてみたことや、１人１研究をさせる中

で子ども達なりの発想でユニークな研究が行われたことなど、子どもの学

習の意欲付けになるような教育実践を教えていただいた。 

１０月２６日 実践交流 

場所：関宮小学校ランチーム（参加者：８名） 

内容：言語活動の充実を図るための授業実践の交流と、指導案の検討を行った。

言語活動の充実を図るための授業形態の方向性が明らかになってきた。 

 


